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議事録

２０２２年４月４日

ＪＲ東海労働組合新幹線関西地方本部

１．会議名：株式会社エムティーとの団体交渉

２．日 時：２０２２年３月２３日（水）１２時００分～１３時３７分

３．場 所：株式会社エムティー研修室

４．参加者：（ＪＲ東海労働組合新幹線関西地方本部）

・小林國博 特別執行委員

・西三喜夫 組織部長

・浦谷幸二 書記長

・上田謙二 関西地区分会副分会長

・京力正明 団交委員

（株式会社エムティー）

・八尋大輔 取締役副社長

・松室伸生 常務執行役員

・阪東路晴 セキュリティ事業部部長

５．議題「組合からの申し入れ」（別紙１）（別紙２）

６．議事

①冒頭、株式会社エムティー（以下、「エムティー」という）側から申し入れに関する回

答メモ（別紙３）が配布された。

②松室常務より、メモに沿って回答があった。

③ＪＲ東海労新幹線関西地方本部（以下、「組合」という）を代表して小林特別執行委員

（以下、「小林特執」という）が挨拶を行った。内容は、延期になり引き延ばされてい

た団交がやっと開催された。組合員の西は本人の同意を無視した形でＪＲ東海株式会

社（以下、「会社」という）から出向でエムティーに来ている。一日も早くＪＲの元職

場に戻すよう会社に申し上げている。松室常務の説明では認識の違い、誤解とあった

が受け取る側はそうは思えない。今後、誠意をもった対応をして頂くことをお願いす

る。会社の対応を見ていると、今後もエムティーで働いていかなければならないよう

な状況である。西さんの職場である以上、今後も労働条件の改善に向けて団体交渉を

申し入れていく。

④当日の音声録音と、双方による議事録作成について確認。

⑤確認内容

○組合より、西村専務による団交申し入れ後の不誠実な対応についてエムティーとし

て認め、今後そういう対応をしないようにすることと発言を行った。

○エムティーは、今後は誠心誠意、真摯な対応をする。組合との交渉についてはエムテ

ィーの力の範囲で真摯に対応する。

○西村専務は、３月１５日まで東京に行くと言っていたが、途中で帰ってきた。帰って

きたら直ぐに組合に連絡するべきであった。
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○八尋副社長が「東海会社に西さん帰ってもらいますという話をします」と西さんに言

った。そのことを西さんが西村専務に確認して、西村専務は「東海会社にそういう話

はしてます。まだ、話はついてません。」と西さんに言ったことは事実。

○エムティーは、人員不足を補うためにＪＲの出向者採用募集に手を挙げた。会社主導

で説明を受け、運転士、車掌が余ってると説明があり、打ち合わせた回数は４０回を

超えた。

○会社はエムティーに対して、西さんが一回出向に行ったがうまいこといかず、もめた

と説明していた。

○エムティーは、組合からの申し入れを労働争議であると受け止めていた。

○西さんはエムティーにいる間は仕事は真面目にする。それと出向に同意してるという

こととは違う。本人は出向には同意してなくて会社が無理やり行かせてる。本人は納

得して行っていない。

○組合は、西さんがエムティーにいる間は組合員のために労働組合として就労条件等に

ついて申し入れをして整理をしていく。

○西さん自身から、出向には同意しておらず、早く現職に戻りたいと意志表示があった。

○エムティーは、西さんを拘束しない。強制出向に加担しない。ＪＲに帰ってもらいた

いと意思表示があった。

○今年１月の時点で、エムティーから会社に対して、同意せずに出向に来てることは出

向協定書に反しており取り消しであると会社に言っていた。

○エムティーは、出向に同意せずに来てる方については、我々としても不本意であり、

ＪＲに戻って頂きたいと会社に伝える。会社に伝えた時点で組合に連絡する。

以上

※追記、２０２２年３月２５日（金）１１：５４、松室常務から浦谷書記長に対して、

本日午前中、会社から冨岡課長代理、足立課長代理にエムティー本社に来てもらい

「エムティーとして正式に、西さん本人の出向取消しをされたい。ＪＲ東海に戻っ

て欲しい」と伝えたと連絡があった。
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（別紙１）組合からの申し入れ
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（別紙２）組合からの申し入れ
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（別紙３） エムティーから配布された回答メモ


